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専用銀行口座振替方式（ＮＡＣＣＳ専用口座）のメリット
ＮＡＣＣＳ参加銀行にＮＡＣＣＳ専用口座を開設すると、ＮＡＣＣＳを利用して、関税、内国消費税等を
自動引き落としすることができ、通関手続の時間短縮が図れます。

この制度を利用すると、

・輸入の都度、関税等の振込みのために銀行などに出向くことが不要です

・土日も利用することができます

ＮＡＣＣＳ

銀行にいそげ！ その都度納付する手間
なく輸入許可になります

銀行 税関

●ＮＡＣＣＳ専用口座を利用後は・・・●これまでは・・・

銀行

（１）ＮＡＣＣＳ専用口座の開設方法
①開設の条件
・輸入者の方は、日本貿易関係手続簡易化協会 （ＪＡＳＴＰＲＯ）で付与する輸出入者コードを
事前に取得されており、有効なものであること。

②開設の手続き
・システム参加銀行の窓口に用意されている「関税等預金口座振替依頼書」に所要事項を記入
の上、銀行窓口に提出いただき、専用口座の開設手続きをしてください。
「関税等預金口座振替依頼書」は、３枚綴り（銀行用・お客様控・ＮＡＣＣＳセンター用）で構成
され、口座開設者には銀行側から確認印を押印した控えと写しの２枚を返却します。
「関税等預金口座振替依頼書」の「写し（通関情報処理センター用）」をＮＡＣＣＳセンター最寄り

の事務所へ提出してください。
その際、下部の通関情報処理センター使用欄のコードには、輸出入者コード（５桁）を記入くだ
さい。

③ホストコンピュータへの登録
・ＮＡＣＣＳセンター事務所に提出する依頼書は、利用開始日の２日前までにＮＡＣＣＳＳセンター

最寄りの事務所へ提出してください。
・システムに登録された口座については、銀行からＮＡＣＣＳへ残高情報（前日の残高）の送信が
開始されてから、利用開始となります。

銀行内部での登録手続の完了日が銀行毎に異なります。
銀行によっては１～２週間程度要するところもあるようなので、銀行側への手続きは余裕を
持って行ってください。
また、開設窓口にて銀行側の利用開始可能日をご確認ください。

（２）ＮＡＣＣＳ専用口座の開設に関する留意点
①システム参加銀行であること

・ＮＡＣＣＳ参加銀行であればどの銀行に専用口座を開設することは可能です。（複数の銀行に口座
を開設することもできます。）

＊ＮＡＣＣＳ参加銀行名及び口座振替可能な時間は、別紙を参照してください。

・銀行を選択するにあたっては、輸入申告先税関内の管轄区域内という限定はありません。

（開設後は全国どこからでもシステムでの引き落としは可能です）。

・海上貨物を扱うＳｅａ－ＮＡＣＣＳと航空貨物を扱うＡｉｒ－ＮＡＣＣＳではホストコンピュータがリンク

していないため、口座の相互利用はできませんので、それぞれに口座を設ける必要があります。

②専用口座の使用目的

・ＮＡＣＣＳシステムにおける「関税等納付専用口座」なので、それ以外の目的には使用できません

のでご注意ください。

・一度振り込まれた金額を口座から引き出すことはできません。

＊引出すには解約となります。

③専用口座の残高情報（注意）
・専用口座とＮＡＣＣＳシステムはオンライン化されていません。
そのため､前日の残高情報をもって引落し可能金額としています。
基本的に、ＮＡＣＣＳ専用口座への１５時までの入金額が翌朝から反映されますが、余裕をもって

入金されるよう注意ください。
※資金振替方法や週末等ではこの限りでない場合もあります。詳細は取引銀行ご担当者に、
ご確認ください。

事務所

輸入者の

皆様へ
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（３）通関業者による輸入者口座の利用
・通関業者は、輸入者の承諾を得て、輸入者が開設する輸入者の専用口座を利用して、関税等の
納付を行うこととなります。

（４）ＮＡＣＣＳ専用口座の利用例
①1つの専用口座での利用
・一つの専用口座を開設する。
関税専用口座を一本にまとめられるので、資金管理を一本化でき、効率的な資金運用が可能と
なります。

②複数専用口座の開設
・輸入者の方が複数口座を開設することも可能です。
（例）輸入者が事業部別あるいは担当部署別に専用口座を開設して利用する。

（６）残高不足について
・口座振替納付処理において口座残高不足等により引き落としができない場合は、輸入の許可が
保留されるとともに通関業者等に「口座不足通知情報」が配信されます。
・この場合、（２）－③で述べたとおり、当日、口座の積増ししても、輸入の許可は翌朝となります。
したがって、余裕を持った口座残高を確保しておくことをお勧めします。

（７）残高照会について
・ＮＡＣＣＳでは、利用者自らが開設した専用口座のみ、随時残高確認が可能ですが、現在、輸入者
の方々は、ＮＡＣＣＳの利用者に含まれていません。
したがって、輸入者の方及び通関業者のいずれも、ＮＡＣＣＳでの輸入者の専用口座の残高照会
はできません。

ＮＡＣＣＳ専用口座振替申出書

　私は、関税及び内国消費税の納付を私名義の指定預金口座から口座振替に

（海上貨物通関情報処理システム用）

平成　　　年　　　月　　　日

別紙2　（海上システム）

写関税等預金口座振替申出書

　よって納付することとしたいので、申し出ます。

指定預金口座

（フリガナ） 銀行
支店

預
金
者
名

銀行コード・店コード

預金種目 １．普通

口座番号

納 付 金 等 の 種 類 関税及び内国消費税

（備考欄） 銀 行 確 認 欄

（通関情報処理センター使用欄）

依
頼
者

（
預
金
者

）

住所

〒

フリガナ

利用

者名

電
話

（　　　）

　　センター地区課に届けてください。

輸入者 コード ・ 通関業 者利用 者コー ド（ いず れかに ○を 付 け て く ださ い ）

（ 通関情報処理センター用） ※航空貨物通関情報処理システムに登録する為、必ず依頼者が

コード

※海上システム用ＳＡＭＰＬＥ

※用紙はシステム参加銀行窓口で入手して下さい

（５）納付証書
・専用口座の残高の範囲内であれば、ＮＡＣＣＳシステムから専用口座開設銀行に納付書情報を
配信します。口座開設銀行では、納付書情報によって領収証書を作成し、口座開設の輸入者の
方に郵送します。

専用銀行口座振替方式（NACCS専用口座）について、もっと詳しくお知りにな
りたい方は、

独立行政法人通関情報処理センター ０１２０－７９４－５５０

あるいは、利用されている通関業者又は NACCS参加銀行にお問い合わ
せください。
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（９）口座振替可能時間について[重要]
・ＮＡＣＣＳシステム参加銀行は、銀行の選択により口座振替時間を４グループに分け、グループ毎
の運用をしていますのでご注意ください。

※Ｓｅａ－ＮＡＣＣＳ参加銀行
・Ａグループ：月～金 / 8:30～19:00 土曜日： 8:30～15:00

*日祭日：利用不可(1月2､3日含む)
・Ｂグループ：月～土 / 8:30～21:00 （休日を除く）

*日曜日及び休日：利用不可（1月2､3日含む）

・Ｃグループ：年中 / 8:30～21:00
*ただし、1月1､2､3日及び5月3､4､5日は利用不可

・Ｄグループ：年中 / 8:30～21:00
*ただし、1月1､2､3日及び5月3､4､5日は利用不可

・Ｅグループ：年中 / 8:30～21:00
・Ｆグループ：年中 / 6:00～21:00

※Ａｉｒ－ＮＡＣＣＳ参加銀行

2007.3.6現在

銀行名 支店等名
口座振替
時間帯
グループ

銀行名 支店等名
口座振替
時間帯
グループ

みずほ銀行 本店 C 静岡銀行 清水支店 A
三菱東京UFJ銀行 本店 A スルガ銀行 清水支店 B
りそな銀行 大阪営業部 C 清水銀行 本店営業部 B
りそな銀行 東京中央支店 C 百五銀行 四日市支店 A
りそな銀行 品川支店 C 泉州銀行 泉佐野支店 B
三菱東京UFJ銀行 大阪営業部 E 紀陽銀行 湊支店 A
三菱東京UFJ銀行 名古屋港支店 E 中国銀行 水島支店 A
三菱東京UFJ銀行 東京営業部 E 広島銀行 宇品支店 A
三井住友銀行 東京営業部 B 山口銀行 本店営業部 A
三井住友銀行 神戸営業部 B 阿波銀行 本店営業部 A
三井住友銀行 浜松町支店 B 百十四銀行 本店 A
北海道銀行 本店営業部 A 伊予銀行 事務管理部 A
青森銀行 八戸支店 A 福岡銀行 本店営業部 A
秋田銀行 本店 A 十八銀行 本店営業部 A
荘内銀行 酒田中央支店 A 鹿児島銀行 本店営業部 A
荘内銀行 山形営業部 A 琉球銀行 本店営業部 A
山形銀行 本店営業部 A 沖縄銀行 本店 A
七十七銀行 本店 A 西日本シティ銀行 福岡支店 A
東邦銀行 小名浜支店 A 北洋銀行 本店営業部 A
足利銀行 本店営業部 A 愛知銀行 港支店 A
常陽銀行 神栖支店 A 名古屋銀行 港支店 A
東京都民銀行 横浜支店 A みなと銀行 本店営業部 A
横浜銀行 本店営業部 A 徳島銀行 本店営業部 A
第四銀行 本店営業部 A 愛媛銀行 本店 C
北越銀行 新潟駅前支店 A 西日本シティ銀行 本店営業部 A
山梨中央銀行 本店営業部 Ａ 熊本ファミリー銀行 本店営業部 A
八十二銀行 諏訪支店 A 西中国信用金庫 本店 A
北陸銀行 本店営業部 A 四国銀行 本店営業部 Ａ

北國銀行 問屋町支店 A 京都銀行 本店 A
福井銀行 本店営業部 A

2006.8.1現在
金融機関名 本支店名 グループ※

㈱三菱東京ＵＦＪ銀行 大阪営業部 F

㈱三菱東京ＵＦＪ銀行 東京営業部 F
㈱三菱東京ＵＦＪ銀行 名古屋営業部 F
㈱三菱東京ＵＦＪ銀行 船橋支店 C

㈱三井住友銀行 東京営業部 F
㈱三井住友銀行 神戸営業部 F
㈱みずほ銀行 本店 C

㈱りそな銀行 品川支店 C
㈱りそな銀行 東京中央支店 C

㈱横浜銀行 本店営業部 A
㈱愛知銀行 本店営業部 A
㈱みなと銀行 本店営業部 A

㈱泉州銀行 泉佐野支店 B
㈱福岡銀行 本店 A
㈱西日本シティ銀行 福岡支店 A

㈱七十七銀行 本店営業部 A
㈱広島銀行 宇品支店 A
㈱北國銀行 小松支店 A

㈱北海道銀行 本店営業部 A
㈱常陽銀行 谷田部支店 A

㈱足利銀行 本店営業部 A
㈱八十二銀行 諏訪支店 A
㈱中国銀行 水島支店 Ａ

㈱山梨中央銀行 本店営業部 Ａ
㈱四国銀行 本店営業部 Ａ
㈱京都銀行 本店 A

Aグループ 平 日 8:30～19:00
土曜日 8:30～15:00
日祭日 利用不可（1月1日～3日を含む）

Bグループ 平 日 8:30～21:00
土曜日 8:30～21:00
日祭日 利用不可（1月1日～3日を含む）

Cグループ 平 日 8:30～21:00
土曜日 8:30～21:00
日祭日 8:30～21:00

（ただし、1月1日～3日及び5月3日～5日は利用不可）
Eグループ 年 中 8:30～21:00


